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風声雪語 －野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

 本年度の緑風会総会・懇談会

が、１月10日（水）午後5時半か

ら札幌第一ホテル「かしわ」の間

で開催されました。会員出席73

名、学園・大学から谷山弘行理事

長、竹花一成学長、翁長武紀入試

部長、小山久一同窓会長はじめ、

関係教職員15名のご参加をいただ

きました。 

 畠山佳幸会長の開会のご挨拶に

続き、総会が開催され、会長を議

長に事務局等からの提案議題である2017年度

事業報告・会計報告・監査報告や2018年度の

事業計画等を承認していただいた。 

 総会終了後、６時から同会場において、河

野雅晴近畿地区会長はじめ全道各地から集

まった総勢88名による新春懇談会が盛大に行

われました。 

 畠山会長の主催者挨拶の後、谷山弘行理事

長、竹花一成学長、翁長入試部長から各々の

立場から学生募集上のお礼やお願い、学園の現況

報告等を含めたご挨拶をいただきました。 

 続いて来賓紹介のあと、小山久一酪農学園同窓

会長から、戌年にまつわるお話をいただき乾杯で

懇談が進められました。懇談の中では、昨年採用

された３名の教員と初参加の学生８名の自己紹介

等も行われ、和やかな雰囲気で進められました。 

 最後は、初代会長である長谷川豊参与から、緑

風会、さらに学園と大学を発展を願い一本締めで

締めくくられました。 

編集後記 4 
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２０１６年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １，５８５名 

 大   学 計   ２９，４１５名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   １９，７９６名 

 合 計 計   ６０，２８３名 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計    

  ９２，０００名 

   総合計  

 １５２，５８６名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（１）(島根) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（１) 

緑風会総会・新春懇談会報告  



北海道第五地区会十勝支部総会報告  

 １月27日（土）１１時３０分より同窓会北海道第５地区十

勝支部第7回総会が若竹会館を会場に行われた。 

 出席者総数４７名、本会設立当初よりご尽力賜った沢本輝

之元支部長・顧問が、昨年１０月４日ご逝去されたことを慈

しみ、飯島 勝支部長の開会のあいさつの後、小山同窓会会

長の来賓挨拶により、学園の現状について報告された。  

  

 総会では、2年任期の役員改選に伴う次期役員が選出され

た。支部長は飯島勝さんが留任、副支部長は鈴木洋一さんが

勇退され、新たに畠野健一さんが選出された。また、事務局

長に藤原 崇さんが選出され新たな体制をとる事となった。  

 今回は十勝家畜保健衛生所所長 山口俊昭所長に「十勝管

内の家畜伝染病と対策」と題し、伝染病に関する講演をして

いただいた。口蹄疫、鳥インフルエンザ等々、十勝で実際に

行われた対策について、興味深く拝聴した。 

  

 その後、昼食会の席では、永田 享 後援会常務理事に乾杯

のあいさつをしていただき親睦を深め、黒沢記念オーケスト

ラ・黒沢記念合唱団の酪農賛歌をバックミュージックに聞き

ながら、参加されたみなさんが近況報告をし、時は過ぎ、新

旧役員のあいさつを行い、閉会した。  

 また、昨年同様、飯島支部長の好意により、ご自身も参

加、加工されている、元気の会の「ヲロベの元気」（ハス

カップジャム）が参加者全員に配られました。  

（文責 清水泰久）  

 このたび、「酪農学園大学獣医学科・学類同窓会」のホー

ムページが以下のとおり開設されましたのでお知らせしま

す。 

 なお、獣医学科・学類同窓生には「三愛」ダイジェスト版

により詳細についてお知らせしておりますのでご覧下さい。 

 また、ご不明な点についてはFAX(011-386-5987)かメール

（rg-dosok@rakuno.ac.jp)でお問合せ願います。 

地区支部同窓会 紹介コーナー            
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風声雪語 －野幌だより－ 

北海道第二地区日高第二支部総会報告 

 １月２０日（土）午後６時から新ひだか町静内の「つぼ八

静内店」を会場にして、第３回となる日高第二支部総会が開

催された。支部は新ひだか町、様似町、浦河町、えりも町の

４町で約２５０名の会員で構成されている。 

 総会には１９名の同窓生会員が出席した。総会は峰村良和

事務局長の司会、下川支部長を議長に進行し、議事１．２９

年度の事業報告並びに、決算報告・監査報告では事務局から

報告に続き、監査の大関俊郎氏から監査報告が行なわれた。

次に議事２．として３０年度の事業計画並びに収支予算案が

提案され拍手で承認された。 

 次に同会場において懇親会が開催され、小野 武二三氏の乾

杯のご発声とともに懇親会に入った。 

 その後、出席者全員からの自己紹介や近況報告のスピーチ

があり、和気藹々とした中で懇談が続けられた。最後は土井

満氏の一本締めで閉会となった。（文責 峰村良和） 

 

関東甲信越地区長野県支部総会報告 
 

 平成30年1月27日（土）に長

野県塩尻市のホテル中村屋に

て、第7回の通常総会を開催

し、16名の参加がありまし

た。総会では、まず田中支部

長から挨拶があり、来賓の関

東甲信越地区同窓会の岡田会

長よりご挨拶を頂きました。協議事項として第1号議案で平

成29年度の事業報告、決算報告、第2号議案として平成30年

度の事業計画案、予算案についての審議があり無事承認さ

れ、その後に研修会を行いました。 

 研修は人と共に歩んだ動物地達への鎮魂歌というテーマで

田中支部長よりお話があり、長年各地区で撮影した写真を紹

介して頂きながら、人と動物とのつながりについて講演をし

て頂きました。 

 続いて、当初は酪農学園大学副学長の石島力先生よりエゾ

ジカ対策ということでお話を伺う予定でしたが、雪の影響で

千歳空港から飛行機が飛ばなかったため、急遽、岡田会長に

講師をお願いし、岡田会長が監査役を務めるイタリヤレスト

ランチェーンのサイゼリアについて講話をして頂きました。

なかなか聞くことのできない裏話を聞くことができ、非常に

興味深い研修会となりました。この場を借りて突然のお願い

に対応して頂いた岡田会長に感謝申し上げます。 

 その後、13名の方が参加して頂き懇親会を開催しました。

会員の方達の近況を報告して頂きながら、様々な業種から、

貴重な経験談をお聞きすることができ大学を出てから同窓生

の方から学ぶ多くのことがあると実感することができ、非常

に有意義な時間を過ごすことができました。長野県内には

340名ほどの同窓生がおられますが、多くの方に出席してい

ただき交流を深めて行ってもらえたら幸いです。 



単位同窓会紹介コーナー            
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第５巻 第３号（通号５１号） 

   大学・短大極真空手部創立２５周年同期会報告  

 ２018年 １月 27日（土）午後７時から、筍（札幌市中央

区南五条西4丁目Ｎ.スタービル 5F）を会場にして、創立25

周年記念同期会を開催した。参加者は10名。 

 極真空手部復活創立25周年に際し、当時の同期が集まり、

おいしい料理に舌鼓を打ちながら、思い出を語り合った。 

 現在も空手を続けている者、都合により辞めてしまった者、

それぞれの人生があるが、空手の稽古で培った押忍の精神は、

これからの人生経験においても、決して無駄にならないものだ

と思う。また、みんなで、よい酒を。 押忍！！！ 

（文責:代表幹事 宮島 洋行、幹事 浜口 英也） 

 

 

高校アグリクリエイト２３期同期会報告  

 去る１２月１６日（土）午後６時半から、札幌市内の「鳥邸

すすきの店」を会場にして標記の同期会が開催されました。 

 高校卒業以来４年ぶりに会った仲間達と旧交を温めあい、親

睦の時を持ちました。遠くは大阪や東京からこの日のためだけ

に２２名もの生徒が集まりました。 

 会では、昔の懐かしい学校や寮の話に花が咲きました。今後

は、実家に戻って家の酪農に奮闘する者。更なる高みを目指し

て大学院に進学を志す者。社会人としての一歩を踏み出そうと

する者。様々いますが、これからの更なる活躍に期待していき

たいです。 代表幹事：鈴木ひかる、幹事：荒川雄史。 

 （文責：講師：八木啓太） 

   矢田谷健君の名誉学位を祝う会報告 

 12月21日（木）午後６時から、札幌市内の「ホテル札幌

ガーデンパレス」を会場に、2017年度酪農学園大学名誉学位

を授与された獣医学科7期生矢田谷健君の健闘とこれからの活躍

を期待してお祝いの会を開催した。 

 当日は道内在住の同期生を中心に12名が参加し、矢田谷君に

お祝いを申し述べるとともに、近況を報告し合い、和気あいあ

いの内に終了した。 

 なお、矢田谷君の授与理由は、ライフワークとして43年間に

わたり取り組んできた「牛のサルモネラ症の防疫」に関する業

績であった。（代表幹事：田村 豊、幹事：田中 実、伊藤良子） 

 

 

大学・短大児童分会研究会同窓会報告 

 １１月２６日～２７日の両日、定山渓温泉「ホテル花もみ

じ」（懇親会）、黒澤記念講堂（同窓逝去者記念礼拝）を会場

に１６名（男性８名、女性８名）が参加した。 

 

 卒業して早４０年余り、Ｓ50年前後に在学、活動していた

「児童文化研究会」（通称ジャリ研）の同窓会。南は九州福

岡、千葉、山形、秋田、道内各地より馳せ参じた先輩、後輩。 

 10年、20年、はたまた40年ぶりの再会に歓声が上がり、

40年前にタイムスリップ。思い出ばなしに花が咲き、懇親会の

夜は瞬く間に過ぎての翌日は、大学を訪問。 

 横山明光司祭（大学ＯＢ）・奏楽金子千恵氏による同窓逝去

者礼拝を行い、何と奇縁な横山司祭も創設期のジャリ研に関

わって下さっていたとのこと、我ら後輩一同、驚愕と感動を得

たしだいです。 

 一歩外に出てはキャンパスの変容に目を見張り、これも豪華

になった生協食堂でランチ、図書館の建物最上階に案内してい

ただき、キャンパスを一望。ドキドキの同窓会は無事に終了。

元気なうちに再会を誓って、後ろ髪を引かれての解散となりま

した。 

 何はともあれ同窓会事務局、浦川様には大変お世話になり、

紙面を借りてお礼申し上げます。ありがとうございました。 

 （文責：代表幹事 鈴木 士 幹事：湯浅俊春、大島朱美） 
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〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 

 

あ と が き 

 

 2018年も明け、各地で大雪の被害等が年頭より発生してい

る。酪農学園同窓会の活動も終盤を迎えている。 

 2017年度の締めとして3月に島根県支部が設立予定です。 

 2011年から整備してきた地区支部同窓会設立について、道外

地区支部は一区切りとなる。新年度は道内支部の設置推進が求

められている。 

 次の段階では、地区支部総会の充実が求めらる。出席者の固

定化、高齢化が進んでいるが、若い会員の参加推進方策が求め

られている。 

 年度末にあたり、大学では定年退職を迎えられる先生方の最

終講義が行なわれている。今年度は永幡肇教授・小岩政照教

授・森好政晴准教授（獣医学類）、山舗直子教授・矢吹哲夫教

授（環境共生学類）の方々。 

 最終講義概要は可能な限り同窓会ＨＰでご紹介いたします。 

  

  

 

今後の主なスケジュール（ＨＰ参照） 

  

2月 

 4日5日  大学第１期学力入学試験日 

  24日（土）  九州地区熊本県支部総会（熊本） 

  24日（土）  関東甲信越地区茨城県支部総会（茨城） 

  24日（土） 北海道第二地区北空知支部総会（深川） 

  25日（日）  酪小獣中国研修会（岡山） 

  25日（日）  酪小獣大阪会学術講習会（大阪） 

 

３月 

   2日（金） 大学第2期学力入学試験日 

 ３日（土） 高校卒業式（全日制課程） 

 10日（土） 高校卒業式（通信制課程） 

 11日（日） 中国地区島根県支部設立総会（出雲） 

 16日（金） 大学卒業式・学位記授与式（本学） 
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東北地区青森県支部総会報告 

  

 平成29年11月18日（土）、三沢市の「三沢シティホテル」で青森

県支部同窓会総会及び懇親会を開催しました。 

 総会の前に同窓生の千葉準一さん（三沢市）が経営する農場を見

学し、最新の酪農経営について紹介していただきました。参加者10

名からは、質問が多数寄せられ、関心の高さがうかがわれました。 

 総会には同窓生21名が参加し、議事では、杉山同窓会長の挨拶に

続き、今後の運営方針について話し合いが行われ、会員同士の交流

をよりひろく活発化することを目的に平成30年4月から新たな会員

名簿の作成に着手することを全員一致で確認したところです。 

 懇親会では、学生時代の懐かしい話や参加者同士の近況報告など

話が尽きることがなく大いに盛り上がりました。 

 最後は、参加者全員で肩を組みながら恒例の「酪農讃歌」を歌

い、2年後の同窓会での再会を約束し、お開きとなりました。

が・・・その後は、今にも雪が降りそうな三沢夜の二次会へと皆で

出陣したしだいです。 (文責 林 健太郎） 

ホ

小岩政照教授（獣医学科第８期1974年度

卆）第50回宇都宮賞 指導の部の授賞者に決

定 
 （財）宇都宮仙太郎翁顕彰会は11日、北海道酪農

の発展に貢献した酪農家らを表彰する第50回宇都宮

賞の表彰者を発表しました。 

 酪農指導の部に、本学獣医学類の小宮政照教授

（生産動物内科学IIユニット）が選ばれました。表彰

式は3月1日に札幌市内で開催されます。 


